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主  論  文  の  要  約  
Differences in risk factors for the onset of albuminuria and decrease in 
glomerular fi ltration rate in people with Type 2 diabetes mellitus: 
implications for the pathogenesis of diabetic kidney disease.  
2 型糖尿病患者におけるアルブミン尿の出現および GFR 低下のリスク
因子の違い―糖尿病性腎症の発症に対する影響  
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【目的】 
糖尿病性腎症は糖尿病の重大な合併症の 1 つである．腎症の自然経
過として，特に 1 型糖尿病患者ではまずアルブミン尿が出現し，その
後に腎機能が低下すると考えられてきた．最近の内外の横断研究によ
り，2 型糖尿病において尿アルブミンが正常域ながら糸球体濾過量（ GFR）
の低下している症例が比較的多く存在することが明らかにされた．し
かしながらアルブミン尿出現と GFR 低下を予測する臨床背景因子の検
討はあまりなされていない．本研究は，日本人 2 型糖尿病におけるア
ルブミン尿出現と eGFR 低下の各々の予測因子を検討しその違いを明
らかにする． 
【対象および方法】  
本学糖尿病センターで 2003 年 11 月～2005 年 3 月に登録された正常
アルブミン尿（30 mg/g Cr 未満）かつ推算 GFR（ eGFR）60 ml/分 /m2
以上の成人 2 型糖尿病患者 1,802 名（女性 740 名，男性 1,062 名，平
均年齢 58±12 歳）から，アルブミン尿コホート（ 1,655 名）と eGFR
コホート（1,777 名）を作成した．各々のエンドポイントは尿中アル
ブミン 30 mg/g Cr 以上への増加と eGFR 60 ml/分/m2 未満への低下で
ある．累積発症率およびハザード比は Kaplan-Meier 法および多変量
Cox 比例ハザード解析を用いた．  
【結果】アルブミン尿および eGFR コホートの観察期間（中央値 6.9 年
および 8.0 年）中に，エンドポイントに到達したのは 181 名および 316
名，5 年累積発症率は 8.3％および 10.4％と後者が高値であった．両
エンドポイントに共通の予測因子は，尿アルブミン高値，網膜症合併
有りならびに HbA1c 高値であり，前者コホートのエンドポイントの予
測因子は，男性と尿酸高値，後者コホートのエンドポイントの予測因
子は，高齢，収縮期血圧高値， eGFR 低値および HDL-C 低値であった． 
【考察】アルブミン尿出現より GFR 低下の累積発症率が高値であった
ことから，日本人 2 型糖尿病は上述した典型的な腎症の自然歴をとる
とは限らないことが推察された．これまで検討されていなかったアル
ブミン尿出現と GFR 低下に対する共通およびそれぞれ固有の予測因子
が本研究にて明らかにされ，姓，血圧，糖代謝，脂質代謝，尿酸代謝
がそれぞれに影響を与えていることがわかった．この結果から，２型
糖尿病患者の腎機能指標：アルブミン尿出現と GFR 低下は，共通の機
序と異なる機序から発症する可能性が示唆された．  
【結論】 2 型糖尿病患者におけるアルブミン尿出現と eGFR 低下には，
共通する予測因子と異なる予測因子が存在することを明らかにした．  
